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●
第
182
号
〈
二
〇
一
八
年
三
月
〉

特
集　

デ
ー
タ
活
用
の
現
在
と
こ
れ
か
ら

１　

座
談
会
「
自
治
体
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
あ
り
方
」　

─
─
─
─
─
─ 

村
上
文
洋
、
山
中
竹
春
、
岩
崎
学
、
小
林
一
美

２　
「
デ
ー
タ
活
用
」
を
取
り
巻
く
環
境
の
現
在

①
い
ま
、
な
ぜ
デ
ー
タ
活
用
が
求
め
ら
れ
る
の
か 

〜
社
会
の
変

化
と
国
の
取
組　

─
─
─
─
─ 

内
閣
官
房
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
総
合
戦
略
室

②
横
浜
市
を
取
り
巻
く
状
況
と
デ
ー
タ
活
用
の
現
在　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

編
集
部

３　

横
浜
市
に
お
け
る
取
組

①
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政
策
推
進
に
向
け
た
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
活
用 

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

大
山
紘
平

②
デ
ー
タ
に
基
づ
く
経
済
政
策
の
展
開 

─
─
─
─
─ 
土
屋
秀
子

③
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
保
土
ケ
谷
区
版
Ｇ
Ｉ
Ｓ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
取
組　

 

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

鈴
木
達
也

④
住
民
と
共
有
・
活
用
す
る
デ
ー
タ 

〜
瀬
谷
区
地
区
支
援
を
例

に
〜　

 

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

松
岡
文
和

⑤
港
北
区
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
取
組　

─
─
─
─ 

大
屋
正
信
、
亀
田
裕
佑

⑥
デ
ー
タ
活
用
を
支
え
る
取
組 

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

編
集
部

<

コ
ラ
ム>

横
浜
市
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
条
例
の
制
定　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

編
集
部

<

コ
ラ
ム>

横
浜
市
立
大
学
（
Ｙ
Ｃ
Ｕ
）
×
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス 

〜
Ｙ
Ｃ
Ｕ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
が
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
〜　

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

奈
良
井
聡

４　

他
都
市
に
見
る
デ
ー
タ
活
用
の
取
組
事
例

①
神
戸
市
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
取
組 

─
─
─
─ 

中
川
雅
也

②
佐
賀
県
に
お
け
る
統
計
デ
ー
タ
等
の
利
活
用
の
取
組
に
つ
い
て

─
─
─
─
─ 

佐
賀
県
統
計
分
析
課

５　

地
方
自
治
体
の
政
策
形
成
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
事
例　

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

津
田
広
和

６　

自
治
体
に
お
け
る
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
未
来
像　

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

福
田
次
郎

７　

職
員
座
談
会
「
職
員
か
ら
見
た
デ
ー
タ
活
用
の
課
題
と
こ
れ

か
ら
」 

─
─
─
─
─
─
─
─ 

藤
田
豊
、
福
島
優
、
松
岡
文
和
、

山
中
研
、
青
野
実
、
北
聡
子

８　

お
わ
り
に　

 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

編
集
部

総
目
次

●
第
183
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

特
集　

よ
こ
は
ま
の
緑
の
取
組
〜
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
横
浜
」
の

推
進
に
向
け
て

１　

は
じ
め
に
〜
特
集
の
ね
ら
い
〜 

─
─
─
─
─
─
─ 

編
集
部

２　

横
浜
の
発
展
を
支
え
る
環
境
行
政
の
展
開
〜
開
港
か
ら
を
振

り
返
る　

 

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

野
村
宜
彦

３　

緑
の
多
様
な
機
能
〜
市
民
生
活
と
社
会
に
与
え
る
影
響　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

北
野
紀
子
、
北
川
知
沙
、
堀
田
誠
治

４　

よ
こ
は
ま
の
緑
の
現
状 

─
─
─
─ 

大
内
達
詩
、
北
野
紀
子

５　

緑
の
取
組
の
あ
ゆ
み　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

北
川
知
沙
、
大
内
達
詩
、
斎
藤
優
太

寄
稿
／
緑
政
学
か
ら
み
た
環
境
先
進
都
市
・
横
浜　

─
─
─
─
─
─
─
─ 

進
士
五
十
八

６　

横
浜
み
ど
り
ア
ッ
プ
計
画
の
10
年　

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

清
水
健
二
、
枝
広
育
恵
、
長
尾
哲
也
、

井
上
雅
人
、
北
村
直
也

７　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
「
み
ど
り
ア
ッ
プ
計
画
」
の
策
定
を
振
り

返
る　

 

─
─
─
─
─ 

橋
本
健
、
佐
藤
智
也

８　

地
域
に
お
け
る
取
組
か
ら

①
公
園
愛
護
会
の
取
組　

 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

吉
谷
悠

②
市
民
の
森
愛
護
会
の
取
組 

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

裏
戸
秀
幸

③
緑
の
取
組
を
通
し
た
地
域
の
活
性
化　

─
─
─
─ 

上
田
智
子
、
高
田
房
枝

④
花
と
緑
で
活
気
に
あ
ふ
れ
、
地
域
が
つ
な
が
る
ま
ち
へ
〜
港
北

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
開
催
を
通
し
て　

─
─
─ 
木
和
田
茉
莉
、
田
村
賢
太

⑤
企
業
に
お
け
る
横
浜
の
緑
の
取
組

─
─
─
─ 

永
沼
孝
臣
、
柴
田
芳
宏

９　

公
園
に
関
す
る
取
組　

 

─
─
─
─
─
─
─
─ 
千
木
良
泰
彦

10　

緑
と
し
て
の
農
地　

 

─
─
─
─
─ 

朝
倉
友
佳
、
宮
口
均

11　

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
緑

①
み
な
と
み
ら
い
21
地
区
に
お
け
る
緑
化
の
ま
ち
づ
く
り　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

加
藤
稔

②
横
浜
に
お
け
る
港
湾
緑
地 

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

吉
村
慶
一

③
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
に
お
け
る
都
市
の
緑
化
／
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
横
浜　

 

─
─
─
─
─ 

桂
有
生
、
渡
辺
荘
子

12　

座
談
会
／
横
浜
み
ど
り
ア
ッ
プ
計
画 

こ
れ
ま
で
の
10
年
間

と
今
後
へ
の
期
待
〜
市
民
推
進
会
議
発　

─
─
─
─
─
─ 

東
み
ち
よ
、
内
海
宏
、
蔦
谷
栄
一
、
望
月
正
光

<

コ
ラ
ム>

横
浜
の
街
路
樹　

 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

藤
波
徹

13　

全
国
都
市
緑
化
よ
こ
は
ま
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て　

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

大
浦
康
史

14　

花
と
緑
で
街
を
つ
な
ぐ
「
ガ
ー
デ
ン
ネ
ッ
ク
レ
ス
横
浜
」　

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

高
村
暁
子

15　

国
際
園
芸
博
覧
会
の
招
致
に
向
け
て 

─
─
─ 

岩
ヶ
谷
和
則

16　

税
制
か
ら
見
た
横
浜
み
ど
り
ア
ッ
プ
計
画
〜
横
浜
市
税
制
調

査
会
に
お
け
る
み
ど
り
税
の
議
論
か
ら 

─
─
─
─
─
─ 

中
川
譲

17　

現
状
の
課
題
と
今
後
の
展
望

①
座
談
会
／
職
員
が
考
え
る
現
状
の
課
題
と
今
後
の
取
組
の
方
向

性 

─
─
─
─
─
─
─ 

大
内
達
詩
、
千
木
良
泰
彦
、
関
根
伸
昭
、

池
上
佑
里
、
吉
野
美
沙
樹
、
相
場
崇

②
み
ど
り
の
現
状
と
今
後
の
政
策 

─
─
─
─
─
─
─
─ 

今
村
隆

③
対
談
／
横
浜
の
課
題
と
今
後
の
展
望　

─
─
─
─ 

涌
井
雅
之
、
野
村
宜
彦

〈
調
査
研
究
レ
ポ
ー
ト
〉「
共
感
を
軸
に
し
た
三
方
よ
し
」
で
、
持

続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
推
進 

─
─
─
─
─ 

大
木
節
裕

総
目
次

編 

集 

後 

記

　

今
回
の
発
刊
に
当
た
っ
て
は
、
山
脇
先
生
、
滝
田
先
生
を
は
じ
め
、
横
浜
市
国
際
交
流
協
会
、

国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
、
地
域
に
お
い
て
活
動
さ
れ
て
い
る
市
民
の
方
な

ど
、
多
く
の
方
々
に
多
大
な
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
庁
内
関
係
部
署
の
皆
様
に

も
原
稿
の
執
筆
な
ど
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
が
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
と
多
文
化
共
生
と
い
う
今
日
の
課
題
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。


